
■ 内部評価結果

１．総合計画（後期基本計画）

２．めざす目標

地区公民館の適正配置 45ヵ所 Ｈ16 45ヵ所 Ｈ20 45ヵ所 H 22

スポーツ実施率 未調査 H16 24.8％ H17 23.9％ Ｈ 22  週1回、50％（成人） H26

３．評価結果一覧
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6 サー
ビス

市民 直 1
3,092       3,323       

なし 単費

市民相互の交流や競技力の向上を図るため、各種ｽﾎﾟｰﾂ事業を実施

市体育協会・網野ｼﾞｭﾆｱｽﾎﾟｰﾂ協会へ補助金を交付

社会教育課

青少年ｽﾎﾟｰﾂ教室事業 社会教育課

市民体育大会事業 社会教育課

体育指導委員活動事業

府民総合体育大会への市代表選手派遣に係る市体育協会への補助

社会教育課

社会教育課 3,213       

網野地域公民館事業の実施、地域住民の学習機会の提供

丹後地域公民館事業の実施、地域住民の学習機会の提供

社会教育課 2,501       丹後地域公民館運営事業

42,854     国規
定

該当なし
現状維

持
AA直・補

(42,473)
1

地区公民館管理運営事業

地区公民館の館長・主事の設置、公民館活動交付金及び維持管理等経費を支出

網野地域公民館の維持管理（消耗品費、印刷機借上料等）

丹後地域公民館の貸館業務及び施設維持管理（利用実績939回17,984人）

弥栄地域公民館の貸館業務及び施設維持管理（利用実績1,151件31,753人）

久美浜地域公民館の施設維持管理（光熱水費等）

社会教育課

弥栄地域公民館管理事業 社会教育課

久美浜地域公民館管理事業

該当なし
現状維

持
AA

現状維
持

維持
管理

市民 直 1
302         394         国規

定
単費

(394)大宮地域公民館の維持管理（消耗品費、印刷機借上料等）

網野地域公民館管理事業 社会教育課

丹後地域公民館管理事業

大宮地域公民館管理事業 社会教育課

現状維
持

現状維
持

現状維
持

AA
国規
定

407         427         

(427)
単費

維持
管理

市民 直 1 該当なし

維持
管理

市民 該当なし
(6,340)

現状維
持

AA
6,777       6,432       国規

定
直・委 1単費

該当なし
現状維

持
直・委 AA

3,528       国規
定(3,432)

今後の
方向性

実施
手法

対象

7,408       

(6,592)

根拠
法令

施策方針
H23予算額 今後の

方向性
施策

貢献度

単費

施策評価

評価結果

3,698       

単費 1

単費
維持
管理

市民 1

社会教育課 現状維
持

AA
現状維

持

1,878       1,528       
該当なし

(1,528)

維持
管理

市民 直・委
国規
定

社会教育課 42,525     

1,602       

3,300       

単費
(2,652)

3,240       

単費
サー
ビス

市民

市民 直 1 該当なし
現状維

持
A

峰山地域公民館運営事業 国規
定

社会教育課 3,083       

峰山地域公民館事業の実施、地域住民の学習機会の提供

サー
ビス(2,773)

単費

大宮地域公民館運営事業

大宮地域公民館事業の実施、地域住民の学習機会の提供

社会教育課 2,641       2,772       国規
定

サー
ビス

団体 直

A
現状維

持

1 該当なし
現状維

持
A

網野地域公民館運営事業 3,517       国規
定

単費
(3,059)

サー
ビス

市民 直 1 該当なし
現状維

持

2,730       国規
定

直単費
サー
ビス(2,535)

市民 1 該当なし
現状維

持
A

弥栄地域公民館運営事業 社会教育課 2,457       2,601       国規
定

単費
(2,561)

A
現状維

持
サー
ビス

市民 直 1

サー
ビス

市民

該当なし
現状維

持

直 1 該当なし
現状維

持

2,772       国規
定

単費
(2,747)

弥栄地域公民館事業の実施、地域住民の学習機会の提供

2,561       久美浜地域公民館運営事業 社会教育課

久美浜地域公民館事業の実施、地域住民の学習機会の提供
A

現状維
持

図書館の機能充実

46,747     46,632     

市立図書館（6館）の管理運営及び読書活動の推進

社会教育課図書館管理運営事業 国規
定

単費
サー
ビス(46,632)

市民 直・委 4
民間補完
福祉増進

現状維
持

AA
現状維

持

統合
（整理）

B
統合

（整理）

高齢者教育事業 社会教育課 -            -            
なし 単費

-

サー
ビス

市民 直 1 該当なし
（予算執行なし）成人教育事業の中で実施

女性の学習・交流機会を提供するため女性講座を実施、女性団体の育成を図るため補助金を交付（2団体）

女性教育事業 社会教育課
なし 単費

サー
ビス

団体 B
統合

（整理）

442         -            

-
補 2

統合
（整理）

障害者教育事業

視覚・聴覚障害者の交流研修会の開催（2回）、網野町内の障害者の交流活動支援

社会教育課 240         
単費

サー
ビス-

市民
-            

なし 直 2
特定サー

ビス
統合

（整理）
B

統合
（整理）

AA
現状維

持(1,051)

社会教育委員設置事業 社会教育課 767         1,051       

社会教育委員会議を開催（社会教育事業・諸課題の審議）、社会教育委員研修機会の提供（委員15人）
－ －

国規
定

単費

サー
ビス

市民

－ －

直 1 該当なし
現状維

持

内部
管理

－

21,368     市規
定

単費
(21,368)

21,254     社会教育指導員設置事業 社会教育課

社会教育活動の充実を図るため、社会教育指導員を設置（指導員9人）
A

現状維
持

A
現状維

持

428         2,761       

市民への学習機会の提供（IT講習会、各種講座・教室を開催）

社会教育課成人教育事業
なし 単費

サー
ビス(2,652)

市民 直 1 該当なし

現状維
持

A
現状維

持

家庭教育事業 社会教育課 1,660       1,918       
なし

府・
一部(1,107)

サー
ビス

市民 直・補 2
特定サー

ビス家庭教育支援チームによる子育て交流会、親子同士の交流を促進するための体験活動事業の実施

林業ｾﾝﾀｰ、いさなご工房（ｺｰﾄ含む）の管理運営（施設管理者報酬、消耗品費等）

峰山いさなご施設管理運営事業 社会教育課 市規
定

単費
維持
管理

市民 B
現状維

持

7,876       7,379       

(5,903)
直・委 1

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業

施設の利用提供及び各種講座・教室を実施（利用者数21,528人）

社会教育課 16,236     
単費

維持
管理(12,469)

市民
14,701     市規

定
直・委 1 該当なし

現状維
持

A

たちばな会館管理運営事業 社会教育課 1,135       1,132       市規
定

単費
(857)

維持
管理

市民

該当なし
現状維

持
維持
管理

市民 直・委 1

1,586       市規
定

単費
(1,586)

橘地区の生涯学習活動、ｺﾐｭﾆﾃｨ活動の拠点としての施設維持管理・運営

1,229       網野教育会館管理運営事業 社会教育課

人権学習や地域の生涯学習活動、ｺﾐｭﾆﾃｨ活動の拠点として施設の維持管理を実施（利用者6,669人）
直・委 1 該当なし

現状維
持

直・委・負 1 該当なし
3,837       

体育指導委員59人を委嘱し、地域ｽﾎﾟｰﾂの振興のためﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ教室などを開催

3,564       国規
定

単費
サー
ビス(3,564)

市民

現状維
持

A
現状維

持

地域ｽﾎﾟｰﾂ振興事業 社会教育課 6,677       6,858       
なし 単費

(3,858)

サー
ビス

団体

市民 直・委・補 4

補 2

生涯スポーツ社会の
実現

社会体育団体育成事業 社会教育課
なし 単費 A

現状維
持

サー
ビス

16,577     16,542     

(16,542)

補
現状維

持
2

特定サー
ビス

現状維
持

B団体
(1,508)

1,508       
なし 単費

京都府民総合体育大会事業

(3,300)

3,300       
補

市民を対象とした総合体育大会開催経費及び選手派遣経費として市体育協会へ補助金を交付
なし 単費

サー
ビス

サー
ビス

団体

現状維
持

特定サー
ビス

A2
現状維

持

該当なし
現状維

持
A

(3,323)青少年ｽﾎﾟｰﾂ団体である各種教室(57教室)への支援として、募集ﾁﾗｼ配布と教室指導者へ謝金を支出

平成22年度実績値
めざす目標

維持
管理

国規
定峰山地域公民館の貸館業務及び施設維持管理（利用実績2,768件48,917人）

峰山地域公民館管理事業

説明数値

関与必要性

事務事業評価

基本方針

施策目的

1.市民が学習意欲を持ち、生涯にわたる学習活動を通して創造性ある豊かな生活を送ることができるよう、地域・地区公民館を中心として、地域住民のニーズに応じた学習機会の
提供を図る。また、「京丹後市スポーツ振興計画」に基づき、それぞれのライフスタイルや目的に応じて気軽にスポーツや健康づくり活動に親しめる機会の充実を図り、市民が健康
で生き生きとした生活を送ることができるまちづくりを目指す。
　2.社会教育委員会議の答申を基に生涯学習の拠点となる公民館の再編を図り、生涯学習の推進を目指す。

年度（H20） （現状） （H26）

目標

年度
指標名

事業
種別

財政
負担

年度

（政策）

（一般財源）

H22決算額

（何を対象に、ど
のような状態にし
たいのか）

事業内容（実績）

事務事業

予算額（単位：千円）

Ⅳ 生涯学習都市 計画項目

直・委市民

社会教育・スポーツの充実

総合計画策定時

（H17）

後期基本計画策定時

年度

社会教育課 9,416       

20整理番号

AA

担当課

（施策） ④

施策名
吉岡　喜代和

所管部局長の氏名

平成２３年度　施策評価

社会教育・スポーツの充実
教育委員会事務局

所管部局

現状維
持

現状維
持

現状維
持

現状維
持

現状維
持

現状維
持

現状維
持

現状維
持

現状維
持

現状維
持

現状維
持

AA

B

B

特定サー
ビス

現状維
持

1 該当なし
現状維

持

民間補完
福祉増進

該当なし
現状維

持

現状維
持

特定サー
ビス

だれもがいつでも学び活動できる環境をめざします

公民館体制及び運営に関
する基本計画に定める数

公民館の適正配置

生涯学習推進体制
の整備

現状維
持
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今後の
方向性

実施
手法

対象
根拠
法令

施策方針
H23予算額 今後の

方向性
施策

貢献度

施策評価

評価結果

説明数値

関与必要性

事務事業評価

事業
種別

財政
負担（一般財源）

H22決算額

事業内容（実績）

事務事業

予算額（単位：千円）

担当課

5 1

2

1

2

維持
管理

市民

4
民間補完
福祉増進

現状維
持学校体育施設の維持管理（利用件数　体育館等9,372件、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ4,726件）

242,470   

(225,857)

254,753   
計

体育施設管理運営事業 25,573     市規
定

単費
(22,503)

現状維
持

AA直・委 4
民間補完
福祉増進

現状維
持

社会教育課 39,130     

社会体育施設の維持管理

社会体育用学校開放施設管理運営事業 社会教育課
市民

1,065       3,071       市規
定

単費 直・委

社会体育施設等の
整備充実 現状維

持(121)

維持
管理

AA

- 2 -



01

Ⅳ ④

① ②

峰山地域公民館の貸館業務及び施設の維持管理を行った。

○需用費 ○使用料及び賃借料

　消耗品費  千円 　テレビ受信料 千円

　燃料費（空調機用燃料等） 千円 ○工事請負費

　印刷製本費（申請書） 千円 　冷温水機撤去工事 千円

　光熱水費 千円 ○備品購入費

　修繕料  千円 　テレビ 千円

○役務費 ○負補交

　通信運搬費 千円 　電気代負担金 千円

　手数料（ｺﾞﾐ処理手数料等） 2 千円

　保険料 千円

○委託料 大会議室 回 人

　施設警備 千円 第1会議室 回 人

　施設清掃 千円 練習室 回 人

　消防設備等保守点検 千円 講義室 回 人

　貯水槽等保守点検 千円 和室Ⅰ 回 人

　電気設備保守管理 千円 和室Ⅱ 回 人

　ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ保守点検 千円 料理実習室 回 人

　病害虫防除 千円 第2会議室 回 人

   特殊建築物・設備定期報告業務 展示室 回 人

千円 計 回 人

2,353

16

23千円

1,497

1,497千円

126 340 3,205

12 368

20 374

762 134

195千円

1,351

峰山地域公民館使用料

・社会教育活動推進の拠点となる施設の適正な維持管理を図るとともに経費節減に努めた。

3,430

268 2,768 48,917

840千円

33

7,905

339 3,111

2,319 353 3,708

108 235 3,082

592 20,772

5

3,631千円

21  平成22年度利用者集計

132

事 業 所 管 課

10教育費

9,416千円

目
的

評
価
・
課
題
等

峰山地域公民館管理事業

教育委員会事務局／社会教育課

105千円

295

3,395

05社会教育費

生涯学習都市基本方針

02公民館費

計画項目

諸収入 峰山地域公民館水道使用料負担金

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料

01地域公民館管理事業

決算書 Ｐ.338

社会教育・スポーツの充実

9,521千円

決 算 額

98.8 %

67

最 終 予 算 額 執 行 率(②－①)

　峰山地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置している
峰山地域公民館を維持管理する。

308

不 用 額

10千円

5千円

10

4,095千円

155千円

30

23

- 3 -

02

Ⅳ ④

① ②

○需用費 　97千円

消耗品費（コピー料金） 97千円

○使用料及び賃借料 　205千円

印刷機借上料 205千円

・印刷機の維持管理を行い、地区公民館、分館の事業広報活動に寄与した。

01地域公民館管理事業

決算書 Ｐ.338

　大宮地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置している
大宮地域公民館を維持管理する。

最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

大宮地域公民館の印刷機の維持管理費を支出した。

426千円

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費 02公民館費

事 業 所 管 課

10教育費

302千円

目
的

評
価
・
課
題
等

大宮地域公民館管理事業

教育委員会事務局／社会教育課

124千円 70.8 %

不 用 額

- 4 -



03

Ⅳ ④

① ②

○需用費 千円

消耗品費 千円

○役務費 千円

通信運搬費 千円

○使用料及び賃借料 千円

印刷機借上料 千円

テレビ受信料 千円

192

・良好な事務環境を維持するとともに、反故紙の再利用等、経費節減に努めた。

事 業 所 管 課

10教育費

407千円

目
的

評
価
・
課
題
等

網野地域公民館管理事業

教育委員会事務局／社会教育課

1千円 99.7 %

不 用 額

02公民館費

408千円

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市 計画項目

01地域公民館管理事業

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

最 終 予 算 額

決算書 Ｐ.338

網野地域公民館の維持管理を行った。

基本方針

　網野地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置している
網野地域公民館を維持管理する。

192

32

183

32

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

168

15

- 5 -

04

Ⅳ ④

① ②

　○需用費 テレビ受信料 33千円

消耗品費 247千円 ガス警報器 3千円

燃料代 551千円 　○工事請負費

光熱水費 2,489千円 地デジ化館内改修工事 80千円

修繕料 285千円 　○備品購入費

　○役務費 消火器10本、標識板5枚 65千円

通信運搬費 126千円

冷暖房切替手数料 80千円

小型消火器リサイクル廃棄処分料 　平成22年度施設利用者集計

9千円 大ホール 222回 9,537人

火災保険料 27千円 第1研修室 265回 3,455人

　○委託料 第2研修室 58回 741人

施設警備費 78千円 第3研修室 26回 184人

水質調査費 17千円 第4研修室 34回 347人

消防設備保守 13千円 会議室 86回 838人

電気工作物管理 131千円 和室 191回 2,223人

公民館受付業務 2,076千円 茶室 29回 220人

貯留槽清掃 61千円 調理室 28回 439人

防火対象物点検 21千円 計 939回 17,984人

特殊建築物・設備定期報告業務

242千円

　○使用料及び賃借料

印刷機賃借 143千円

2,639千円

179千円

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

使用料

98.1 %6,777千円

目
的

評
価
・
課
題
等

　丹後地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置している
丹後地域公民館を維持管理する。

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

基本方針 計画項目

6,905千円

決 算 額

生涯学習都市

不 用 額

242千円

・社会教育活動の拠点となる施設の適正な維持管理を図るとともに経費節減に努めた。

総 合 計 画

丹後地域公民館使用料 66千円

最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

128千円

丹後地域公民館管理事業

丹後地域公民館の貸館業務及び施設の維持管理を行った。

使用料

39千円公有財産使用料

3,572千円

80千円

65千円

予 算 科 目 01地域公民館管理事業

決算書 Ｐ.338

05社会教育費 02公民館費10教育費

細 事 業 名

- 6 -



05

Ⅳ ④

① ②

○需用費 ○共済費

　消耗品費  千円 　労災保険料 千円

　燃料費  千円 ○賃金

　印刷製本費 千円 　臨時職員賃金 千円

　光熱水費 千円

　修繕料  千円

○役務費

　通信運搬費 千円

　手数料 千円

　保険料 千円

○委託料

　施設清掃 千円 和室（1階） 回 人

　消防設備等保守点検 千円 和室（2階） 回 人

○使用料及び賃借料 大ホール 回 人

　テレビ受信料 千円 大会議室 回 人

　土地借上料（505㎡） 千円 小会議室 回 人

○工事請負費 調理実習室 回 人

　敷地内樹木伐採工事 千円 計 回 人

5,279

3,293

13 142 2,406

136千円

決 算 額

467 3

不 用 額

弥栄地域公民館の貸館業務及び施設の維持管理を行った。

3千円2,105千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

1,440

750

主
な
財
源

使用料

01地域公民館管理事業

決算書 Ｐ.338

3,807千円

02公民館費

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

計画項目

弥栄地域公民館使用料

22 213

168 139

最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

基本方針 生涯学習都市

事 業 所 管 課

10教育費

3,698千円

目
的

評
価
・
課
題
等

弥栄地域公民館管理事業

教育委員会事務局／社会教育課

109千円 97.1 %

39

31,753

218 325 6,379

57 976273千円

　弥栄地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置している
弥栄地域公民館を維持管理する。

275 13,420

117

11

18

 平成22年度利用者集計

147

12

750千円

・社会教育活動推進の拠点となる施設の適正な維持管理を図るとともに経費節減に努めた。

146千円

181千円

240千円

273 1,151

- 7 -

06

Ⅳ ④

① ②

久美浜地域公民館の施設の維持管理を行った。

○需用費 ○使用料及び賃借料

　消耗品費 印刷機借上料

　燃料費 テレビ受信料

　（空調機用燃料含む）

　光熱水費 ○備品購入費

　修繕費 拡大コピー機

○役務費

　通信運搬費

　家電リサイクル料

　火災保険料

○委託料

　施設警備

　庭木剪定

　消防設備保守点検

　浄化槽保守点検

135千円

622千円

76千円

60千円

88千円

202千円

4千円

8千円

3千円

19千円

67千円

1,045千円

214千円

170千円

112千円

337千円

97千円

15千円

337千円

212千円

基本方針

・施設の適正な維持管理を図るとともに経費節減に努めた。

02公民館費

事 業 所 管 課

10教育費

1,878千円

目
的

評
価
・
課
題
等

久美浜地域公民館管理事業

教育委員会事務局／社会教育課

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

01地域公民館管理事業

決算書 Ｐ.338

計画項目

96.5 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

不 用 額最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

1,945千円

　久美浜地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置してい
る久美浜地域公民館を維持管理する。

決 算 額

- 8 -



01

Ⅳ ④

① ②

○地区公民館長・主事の設置（地区公民館職員88人分） 千円

　・公民館長報酬（15千円／月） 千円

　・公民館主事報酬（20千円／月） 千円

　※主事44人中2人は市職員

○地区公民館活動運営費（地区公民館活動交付金） 千円

　・公民館運営費（会議費、事務費、役員研修等）

　・活動事業費（学級、講座、懇談会、地域活動、サークル活動等）

　・地区交流事業費（運動会、文化祭、体育レクリエーション等）

○地区公民館管理費 千円

　・地区公民館施設管理等委託料（1館分） 千円

　・地区公民館火災保険料等補助金（7館分） 千円

　・その他地区公民館管理経費（9館分） 千円

　報償費（講師謝金、地区公民館管理謝金）

　旅費（公民館長、公民館主事費用弁償）

　需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料）

　役務費（通信運搬費、手数料、保険料）

　使用料及び賃借料（ガス警報器使用料）

　地区公民館の館長・主事報酬をはじめ、地区公民館の活動を支援するための交付金及び地
区公民館の維持管理等にかかる経費を支出した。

・地区公民館の活動を通じて、地域住民のコミュニティ活動の推進を図るとともに、生涯学習機
会の提供、地域づくりの拠点としての機能を発揮することができた。

7,905

17,925

2,665

18,891

5,709

775

2,269

363千円

02地区公民館管理運営事業

決算書 Ｐ.340

42,615千円

最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 網野、新庄公民館光熱水費負担金

10,020

　地域の生涯学習、地域活動の推進拠点として、地区公民館（44館）を設置・運営し、生活
基盤を支える地域の活性化を目指した活動の推進を図る。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費 02公民館費

事 業 所 管 課

10教育費

42,525千円

目
的

評
価
・
課
題
等

地区公民館管理運営事業

教育委員会事務局／社会教育課

90千円 99.7 %

不 用 額

- 9 -

01

Ⅳ ④

① ②

○峰山地域公民館長設置 千円

　・報酬 千円

　・共済費 千円

　・旅費 千円

○社会教育事業費 千円

○運営事務経費（消耗品費ほか） 千円

74千円1回 1,000人

122千円

4千円

5千円

550千円

61人 12千円

1回 22人

2,495人139回

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

主
な
財
源

諸収入 社会教育事業等参加料

・青少年教育、成人教育、高齢者教育などに関する事業を実施し、地域住民の幅広い学習の機会
を提供することができた。

評
価
・
課
題
等

峰山地域公民館運営事業

19千円

お菓子職人講座 2回

第43回峰山スポーツ祭典

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

2,350

3,083千円

1,998

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費10教育費

基本方針

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

生涯学習都市

決 算 額

76

青少年教育 みねやま子ども囲碁大会

手ごねパン講座

高齢者大学

6回

文化財・史跡めぐり（京都市） 1回

目
的

60人
高齢者教育

99.3 %

312

　地域公民館事業を実施するとともに、峰山地域内の地区公民館の連絡調整及び活動支援を
行った。

18人 12千円

延参加者数 決算額

3,102千円

03峰山地域公民館運営事業

決算書 Ｐ.340

最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

02公民館費

不 用 額

計画項目

成人教育

40

657

事業種別 事業・講座名 実施回数

体育事業

- 10 -



01

Ⅳ ④

① ②

○大宮地域公民館長設置 千円

　・報酬 千円

　・共済費 千円

　・旅費 千円

○大宮地域公民館事業（講師謝金等） 千円

○各種教室受講募集チラシ新聞折込料 千円

○運営事務経費（消耗品費ほか） 千円52

7千円

21

ビーズ手芸講座

てん刻講座

秋の姫路散策

歩こう会（丹波年輪の里等）

76千円

健康づくり事業 1回 42人

12千円

高齢者教育
5回 295人 12千円

1回 30人

12千円

3回 63人 12千円後
　
期

4回 120人

女性教育 3回 75人

樹脂ねんど細工講座

パソコン講座

高齢者教育

5回 78人

4回 240人

1回 38人

御殿まり講座

庭木せんてい講座

薔薇公園と小寺めぐり

女性教育 5回 530人ビーズ手芸講座

決算額

成人教育 18千円

講 座 名

パソコン講座

実施回数 延参加者数

決 算 額

04大宮地域公民館運営事業

事 業 所 管 課

10教育費

2,641千円

目
的

評
価
・
課
題
等

大宮地域公民館運営事業

教育委員会事務局／社会教育課

45千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

基本方針 生涯学習都市

02公民館費

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 社会教育事業等参加料

2,341

312

31

1,998

成人教育

事業種別

主
な
財
源

決算書 Ｐ.342

2,686千円

最 終 予 算 額

計画項目 社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

98.3 %

不 用 額

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

　地域公民館事業を実施するとともに、大宮地域内の地区公民館、分館の連絡調整及び活動
支援を行った。

・成人教育、女性教育、高齢者教育に関する事業を実施し、地域住民の幅広い学習の機会を提供
することができた。

227

前
　
期

18千円

6千円

36千円

18千円

50千円

5回 155人
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01

Ⅳ ④

① ②

○網野地域公民館長設置 千円

　・報酬 千円

　・共済費 千円

　・旅費 6 千円

○社会教育事業費 千円

○網野地域公民館だより（4回発行） 千円

　・需用費 千円

○液晶プロジェクター等購入 千円

　・備品購入費 千円

○運営事務経費（消耗品費ほか） 千円

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

　地域公民館事業を実施するとともに、網野地域内の地区公民館の連絡調整及び活動支援を
行った。

・成人教育、高齢者教育、文化芸術振興などの事業を実施し、地域住民に幅広い学習機会を提供
することができた。また、地域内の地区公民館の交流連携を図り、より質の高い公民館活動が展
開できるよう支援した。

延参加者数

139 人

54 千円

502 千円

59 千円

決算額

14 千円網野町ふれあいコンサート

1,185 人

80 人

文化芸術 460 人1回

629

事業・講座名

高齢者教育

京丹後あみのウォークデー

網野町高齢者大学一般講座

網野町高齢者大学趣味の講座市外研修

02公民館費

事 業 所 管 課

10教育費

3,213千円

目
的

評
価
・
課
題
等

網野地域公民館運営事業

教育委員会事務局／社会教育課

13千円 99.5 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 社会教育事業等参加料

事業種別

成人教育

67

144

決算書 Ｐ.342

3,226千円

決 算 額

基本方針 計画項目

不 用 額

社会教育・スポーツの充実生涯学習都市

最 終 予 算 額 執 行 率(②－①)

79千円

1,998

312

57

144

05網野地域公民館運営事業

2,316

67

実施回数

1回

10回

5回

- 12 -
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Ⅳ ④

① ②

○丹後地域公民館長設置 千円

　・報酬 千円

　・共済費 千円

　・旅費 千円

○社会教育事業費 千円

実施回数 決算額

夏休み親子陶芸教室

丹後町少年少女意見発表大会

デジカメ講座

歩こう会（地区公民館合同事業）

男の料理教室

○丹後地域公民館だより（10回発行） 千円

○運営事務経費 千円

・青少年教育、成人教育などの事業を実施し、地域住民に幅広い学習機会を提供することができ
た。また、地区公民館の活動を支援することができた。

社会教育事業等参加料 9千円

成人教育

200人

82人

29

151人

2回

6回

2回

執 行 率(②－①)

2,694千円

決 算 額 最 終 予 算 額

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

　地域公民館事業を実施するとともに、丹後地域の地区公民館の連絡調整及び活動支援を
行った。

86

12千円2回

2,396

62

42人
青少年教育

1回

06丹後地域公民館運営事業

決算書 Ｐ.344

計画項目

02公民館費

社会教育・スポーツの充実生涯学習都市

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

基本方針

事 業 所 管 課

10教育費

2,501千円

目
的

評
価
・
課
題
等

丹後地域公民館運営事業

教育委員会事務局／社会教育課

193千円 92.8 %

不 用 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

事業種別 事業・講座名

312

諸収入

14

1,998

11千円

16千円

3千円24人

延参加者数

20千円
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Ⅳ ④

① ②

○弥栄地域公民館長設置 千円

　・報酬 千円

　・共済費 千円

　・旅費 千円

○社会教育事業費 千円

○弥栄地域公民館だより（12回発行） 千円

○運営事務経費（消耗品費ほか） 千円

・青少年教育、成人教育などの事業を実施し、地域住民に学習機会を提供することができた。

事 業 所 管 課

10教育費

2,457千円

目
的

評
価
・
課
題
等

弥栄地域公民館運営事業

教育委員会事務局／社会教育課

112千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

基本方針

02公民館費

2,569千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 社会教育事業等参加料

2,315

1,998

最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

95.6 %

不 用 額

計画項目

07弥栄地域公民館運営事業

決算書 Ｐ.344

13千円

決算額

2千円

6千円

　地域公民館事業を実施するとともに、弥栄町内の地区公民館の連絡調整及び活動支援を
行った。

311

6

103

事業種別 事業・講座名

健康ゴルフ基礎講座

青少年教育
やさか探検隊

スターウォッチング

3回

実施回数

成人教育

20千円4回

37人

149人

芸術文化 芸能の夕べ・文化祭駅伝大会 1回

14

27千円1,700人

30千円6回

1回 18千円

21人

71人

延参加者数

25

1回

42人

実用筆ペン講座

町民歩こう会
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Ⅳ ④

① ②

○久美浜地域公民館長設置 千円

　・報酬 千円

　・共済費 千円

　・旅費 千円

○社会教育事業費 千円

○久美浜地域公民館だより（8回発行） 千円

○運営事務経費（消耗品費ほか） 千円

　地域公民館事業を実施するとともに、久美浜地域内の地区公民館の連絡調整及び活動支援
を行った。

・上記事業の他にも、人権教育・家庭教育・女性教育・文化芸術の振興を行うとともに、関係機
関とも協力して地域住民への幅広い学習機会を提供することができた。また、地域内8地区公民館
との連携及び交流を図り、地区公民館の活動を支援することができた。

1,998

312

145

8千円

11千円

決算額事業・講座名

46千円

青少年教育

08久美浜地域公民館運営事業

Ｐ.344

02公民館費10教育費予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

24千円

24千円

32千円

事業種別

古典文学講座

はじめてのYoga教室

実施回数

1回

1回

5回

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

体育事業

67

子どもの主張発表大会

子ども体験塾

成人教育

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

主
な
財
源

目
的

評
価
・
課
題
等

久美浜地域公民館運営事業

130千円

基本方針 計画項目

2,691千円

決算書

2,377

95.1 %

生涯学習都市

2,561千円

決 算 額 最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)不 用 額

延参加者数

150人

22人

105人

くみはまニュースポーツ交流大会

ジュニアスキー教室

4回

1回

1回

17

160人

259人

48人

22
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Ⅳ ④

① ②

【費用の内訳】

　図書館協議会委員報酬・費用弁償 千円

　市立図書館6館の管理運営費 千円

　　・臨時・非常勤職員賃金（19人） 千円

　　・図書購入（AV資料含む）費 千円

　　・雑誌新聞購入費 千円

　　・図書システム保守料 千円

　　・その他経費（共済費、旅費、光熱水費、空調設 千円

　　　備保守点検委託料、コピー機借上料ほか）

【具体的なサービス内容】

　　・資料（図書・AV資料・雑誌新聞）の収集・整理・保存・貸出

　　・レファレンスサービス（読書案内、利用者の調査研究等の援助）

　　・図書館相互協力（主に京都府内の図書館との資料の貸借）

　　・市内の保育所、学校等への団体貸出

　　・読み聞かせ、おはなし会、お楽しみ会、科学あそび教室等の行事開催

　　・学校、幼稚園、保育所等との連携による読書推進事業

　　・読み聞かせボランティアの活用・育成

　　・ホームページ・図書館（室）だより・市広報誌等を通じての広報活動

　　・附属施設（あみの図書館集会室・研修室・情報創作室）の管理

600千円ふるさと応援寄附金

122

事 業 所 管 課

1,176

7,740

主
な
財
源

教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

・資料の充実と共に、利用しやすく親しみの持てる図書館をめざして、さまざまな取り組みを進
めた。また、子どもだけでなく、大人を視野に入れた読書活動の推進などで図書館の利用拡大に
努めた。今後、さらに図書館サービスのあり方について検討し、図書館の利便性を高めていくこ
とが必要である。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

寄附金

1,152

総 合 計 画

46,625

25,732

(②－①)

370千円

基本方針

目
的

　市民の求める読書や情報収集の支援と、知的要求に応える生涯学習都市の実現のため、各
種事業を実施するなど役に立つ図書館サービスの充実を図る。

生涯学習都市

10,825

社会教育・スポーツの充実計画項目

　市内6館により全域サービスを行い、市民の読書要求に応えることができた。また、読書活
動の推進を目的にいろいろな関係機関と連携し各種事業を実施した。

執 行 率

99.2 %

決 算 額

47,117千円46,747千円

不 用 額最 終 予 算 額

細 事 業 名 決算書図書館管理運営事業 Ｐ.346

予 算 科 目 10教育費 05社会教育費 01図書館管理運営事業03図書館費
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01

Ⅳ ④

① ②最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

不 用 額

計画項目

　高齢者の社会参加を促進し、生きがいづくりに貢献するとともに、その知識や経験を生か
した地域活動を推進するため、人材の発掘と指導者としての資質の向上を目的とする。

09高齢者教育事業

決算書

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

予算執行なし

事 業 所 管 課

10教育費

0千円

目
的

評
価
・
課
題
等

高齢者教育事業

教育委員会事務局／社会教育課

0千円

01社会教育総務費

0千円

決 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

基本方針

- 17 -
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Ⅳ ④

① ②

【支出経費内訳】

○女性講座の実施 （2講座） 千円

・ビタミン講座（網野地区） 6回（延べ51人） 千円

心身の健康づくり

・女性講座（久美浜地区） 3回（延べ27人）

身近なエコのすすめ

○活動補助金 千円

・京丹後市連合婦人会活動補助金

・網野生活学校活動補助金

・地域での学習機会を通した女性の交流の場の充実を図り、女性組織の活性化と育成を目的とし
た事業を継続的に実施した。

千円

千円

24

12

361

45

406

08女性教育事業

決算書 Ｐ.334

01社会教育総務費

事 業 所 管 課

10教育費

442千円

目
的

評
価
・
課
題
等

女性教育事業

教育委員会事務局／社会教育課

62千円 87.6 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

基本方針 生涯学習都市

36

千円

主
な
財
源

最 終 予 算 額

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

不 用 額

　男女共同参画社会を推進するため、自主的な女性団体を育成するとともに、女性の身近な
場での学習と交流の機会を提供することによって、女性の社会参加と組織化を促進する。

504千円

決 算 額

計画項目 社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)
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Ⅳ ④

① ②

◇視覚障害者研修会 千円

・日　時 平成22年10月25日（月）　

・場　所 アグリセンター大宮

・参加者 視覚障害者、その家族及びヘルパー　39人

・内　容 童謡唱歌・大正琴演奏の鑑賞、消費生活講座

◇聴覚障害者研修会 千円

・日　時 平成22年10月29日（金）

・場   所 丹後海と星の見える丘公園

・参加者 聴覚障害者、その家族及びヘルパー　１6人

・内   容 木工体験「ストラップ」作り、公園内の散策と環境学習

◇障害者青年学級運営補助金 千円

・毎週土曜日、年間30回開催、参加者15人（延270人）

◇京都府視覚・聴覚障害者指導者研修会への参加を支援 千円

01社会教育総務費

事 業 所 管 課

10教育費

240千円

目
的

評
価
・
課
題
等

障害者教育事業

教育委員会事務局／社会教育課

計画項目

不 用 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

基本方針 社会教育・スポーツの充実生涯学習都市

決 算 額

・障害者の貴重な学習と交流の場として、対象者からも開催の要望が強い事業であり、交流を深
めることができた。
・また、視覚・聴覚障害者は高齢の方が多く外出する機会が減少傾向にあり、今後ますます必要
性が高まる事業であるが、事業内容のいっそうの充実が課題である。

　障害者の社会参加を促進するため視覚・聴覚障害者の交流研修会を開催した。また、網野
町内の障害者の交流活動に対する支援を行った。

21

254千円

　障害者の社会参加を促進するため、研修活動を通じてお互いの交流を深めるとともに、自
主的な学習と交流の場を支援する。

最 終 予 算 額 執 行 率(②－①)

9

78

14千円 94.4 %

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

06障害者教育事業

Ｐ.334

132

決算書
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Ⅳ ④

① ②

　社会教育委員会議の主な内容（6回開催）

平成21年度社会教育・社会体育事業の概要

平成22年度社会教育・社会体育事業計画・予算、協議課題、意見交換

京丹後市における今後の公民館体制及び運営のあり方について（答申）

　社会教育委員研修事業

　・京都府社会教育委員連絡協議会総会（6月11日 宇治市文化センター）

　・丹後地方社会教育委員連絡協議会総会・研修会（7月1日 与謝野町生涯学習センター）

　・近畿地区社会教育研究大会（9月3日 大津市民会館）

　・京都府社会教育研究大会（11月21日 長岡京市立中央公民館）

　・丹後地方社会教育委員連絡協議会研修会（12月17日 与謝野町生涯学習センター）

　その他

丹後地方社会教育委員連絡協議会への参加（3回）

○報酬（社会教育委員報酬） 千円

　社会教育委員　15人（任期：平成22年4月1日～平成24年3月31日）

○旅費（費用弁償、研修事業への参加旅費） 千円

○需用費（研修事業資料代） 千円

○使用料及び賃借料（有料道路通行料） 千円

○委託料（バス運転委託料） 千円

○負担金、補助及び交付金 千円

　丹後地方社会教育委員連絡協議会分担金（京都府社会教育委員連絡協議会分担金含む）

・社会教育委員は、市民の意向を反映した社会教育行政を進めるために必要であり、今後も市民
のニーズにあった社会教育を推進するために引き続き設置する。

65

19

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

最 終 予 算 額

基本方針 計画項目総 合 計 画

決 算 額

02社会教育委員設置事業

決算書 Ｐ.332

8

不 用 額

95.3 %

　社会教育委員会議を開催し、社会教育事業及び社会教育の諸課題について審議するととも
に、社会教育委員の研修機会を提供した。

予 算 科 目

細 事 業 名

804千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

522

121

　社会教育行政全般について調査・研究及び審議し、答申及び建議を行うとともに、市民の
声を反映した社会教育事業を推進するために社会教育委員を設置する。

32

事 業 所 管 課

10教育費

767千円

目
的

評
価
・
課
題
等

社会教育委員設置事業

教育委員会事務局／社会教育課

37千円

05社会教育費 01社会教育総務費
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Ⅳ ④

① ②

社会教育指導員の設置 9人

・ 社会教育課　 1人

・ 峰山地域公民館 2人

・ 大宮地域公民館 1人

・ 網野地域公民館 2人

・ 丹後地域公民館 1人

・ 弥栄地域公民館 1人

・ 久美浜地域公民館 1人

○報酬 千円

社会教育指導員報酬

○共済費 千円

社会保険料 千円

労災保険料 千円

雇用保険料 千円

○旅費 千円

費用弁償

500

2,434

55

執 行 率(②－①)

　社会教育課及び各地域公民館に社会教育指導員を設置し、社会教育の推進体制を整備する
とともに、事業を積極的に展開することにより社会教育活動の充実を図る。

　社会教育の推進体制を整備し、事業を積極的に展開することにより、社会教育活動の充実
を図るため、社会教育指導員を設置した。主な業務は、社会教育事業の計画・立案及び運営
や社会教育関係団体等への指導・助言など団体の育成を行った。

2,772

283

03社会教育指導員設置事業

決算書 Ｐ.332

社会教育・スポーツの充実

事 業 所 管 課

10教育費

21,254千円

目
的

評
価
・
課
題
等

社会教育指導員設置事業

教育委員会事務局／社会教育課

4千円 99.9 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費 01社会教育総務費

生涯学習都市

21,258千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

最 終 予 算 額

17,982

・市民のニーズに応える社会教育を推進するため、引き続き社会教育指導員を設置し、各種社会
教育事業の効果的な実施と社会教育団体の育成・支援を行う。
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Ⅳ ④

① ②

○ わくわく講座 千円

・健康麻雀基礎講座 5 回 （延べ40人）

・グラスリッチェン 5 回 （延べ35人）

・京丹後市見聞セミナー 5 回 （延べ76人）

・デジカメ写真講座 5 回 （延べ82人）

・新・さわやか健康講座 5 回 （延べ76人）

・太極拳初心者講座 5 回 （延べ42人）

○ ＩＴ講習会 千円

1 × 6 （延べ421人）

○ その他の講座・教室 千円

・京丹後市つるかご教室 1 × 1 回 （15人）

・初心者木工教室（組み木） 1 × 1 回 （13人）

・里山・水源リーダー育成講座 1 × 1 回 （11人）

（久美浜地域公民館）

・市民のニーズや地域課題を把握し、地域人材を活用した各種の生涯学習機会を提供するととも
に、講座内容の充実を図りサークル活動への移行を支援する必要がある。

241

教室

講座

講座（6回）

不 用 額

428千円

目
的

（弥栄地域公民館）

（峰山地域公民館）

（大宮地域公民館）

（網野地域公民館）

（丹後地域公民館）

(②－①)決 算 額

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

169

　市民の学習に対する多様な要望に応えるため、学習機会の提供を推進するとともに、学習
活動を通した市民交流の促進と市民の基礎的な技能の修得を支援する。

　市民の多様な学習に対する要望に応えるとともに、市民の交流を促進するための学習機会
を提供した。事業内容としては、市民が気軽に参加できるように配慮し、IT講習会は基礎的な
技能を修得することを目的として実施した。

588千円

最 終 予 算 額 執 行 率

72.7 %

基本方針 計画項目 社会教育・スポーツの充実

10教育費 01社会教育総務費

生涯学習都市

07成人教育事業

決算書 Ｐ.334

評
価
・
課
題
等

成人教育事業

160千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費

18

教室

教室

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

主
な
財
源

（峰山・網野・丹後）
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Ⅳ ④

① ②

　○子育て講座 【報償費・旅費・需用費・役務費　432千円】

　　妊娠期、乳幼児期子育て講座 実施回数 3回 参加人数 119人

　　就学前、思春期子育て講座 実施回数 23回 参加人数 1,602人

　　高校生と赤ちゃんのふれあい交流事業 実施回数 6回 参加人数 141人

　○家庭教育支援チーム事業（大宮、網野） 【報償費・需用費　487千円】

　　研修会・交流会・子育て相談等 実施回数 26回 参加人数 534人

　　家庭教育支援子育てサポーター研修会 実施回数 1回 参加人数 23人

　　手紙で結ぶ家族の絆 実施回数 1回 参加人数 123人

　　（網野各小学校1年生の家族）

　　広報発行ほか 実施回数 5回

　○親子体験事業（大宮、久美浜） 【報償費、需用費、委託料　43千円】

　　野山の自然散策、自衛隊艦船見学ほか 実施回数 5回 参加人数 95人

　○京丹後市PTA協議会補助事業 【補助金　698千円】

　　京丹後市PTA研究大会の開催、各ブロック子育て講演会の開催、各種研修会の参加

予 算 科 目

細 事 業 名

91.8 %

不 用 額

1,808千円

決 算 額

総 合 計 画

05社会教育費

執 行 率(②－①)

事 業 所 管 課

10教育費

1,660千円

目
的

評
価
・
課
題
等

家庭教育事業

教育委員会事務局／社会教育課

148千円

基本方針 計画項目

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 家庭教育支援基盤形成事業費補助金（2/3）

10家庭教育事業

決算書 Ｐ.334

01社会教育総務費

最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

　すべての教育の出発点であり、子どもの成長の基礎となる家庭教育を推進するため、各発
達段階に応じた学習機会の提供及びきめ細かな家庭教育支援、親子の体験活動を実施する。

　乳幼児期から就学前、思春期の各発達段階に応じた学習機会の提供と家庭教育支援チーム
による子育て交流会、親子同士の交流を促進するための体験活動事業を実施した。また、引
き続きPTA活動の支援を行った。

生涯学習都市

612千円

・子育てに関する地域課題について、関係機関が情報を共有し連携を図りながら家庭教育を地域
全体で支える気運を高め、家庭教育支援チームによる、きめ細かな子育て支援、学習機会の充実
を図ることができた。
・今後も次代を担う子どもが心豊かに成長するため、すべての教育の出発点である家庭教育の果
たす役割の重要性を再認識し、子どもの発達段階に即した学習機会の充実と各地域での支援チー
ム設置に向けた取り組みを進める必要がある。
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Ⅳ ④

① ②

○管理者経費及び臨時職員賃金

施設管理者報酬（1人） 千円

共済費（社会保険料、労災保険料、雇用保険料） 千円

臨時職員賃金（2人） 千円

旅費 千円

○管理運営経費

需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕料） 千円

役務費（通信運搬費、浄化槽法定検査手数料、火災保険料） 千円

委託料（施設警備委託料、浄化槽維持管理委託料等） 千円

使用料及び賃借料（有料道路通行料・テレビ受信料） 千円

使用料

・施設管理及び木工、陶芸の指導、定期講座を実施した。また、いさなごコート（屋根付ゲート
ボール場）及び会議室の貸し出しを行い、施設を活用した各種事業を通して、市民の学習と交流
の機会を提供することができた。
・事業の内容については概ね現状を維持しつつも、広報活動や市民参加による新たな取り組みを
展開してくことで、市民ニーズの把握に努め、施設利用者数を伸ばしていく。

諸収入 峰山林業総合ｾﾝﾀｰ木工教室等材料代 137千円

2,775

206

540

36千円

98.0 %8,036千円

2

1,998

282

2,047

　高齢者の介護予防、生きがいづくりの推進及び文化・伝承活動等を支援し、市民の体育、
スポーツ及びレクリエーションの振興を図り、生活文化の向上に資する。

　市民の学習と交流を促進する機会の提供と施設の維持、管理を行った。

05社会教育施設費

生涯学習都市 社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

01峰山いさなご施設管理運営事業

決算書 Ｐ.350

計画項目

05社会教育費

事 業 所 管 課

10教育費

7,876千円

目
的

評
価
・
課
題
等

峰山いさなご施設管理運営事業

　　教育委員会事務局／社会教育課

160千円

予 算 科 目

基本方針

主
な
財
源

　
　
主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

峰山林業総合ｾﾝﾀｰ使用料等

26

最 終 予 算 額

細 事 業 名

不 用 額決 算 額

総 合 計 画

諸収入 社会教育事業等参加料 4千円

1,269千円

使用料 公有財産使用料

＜利用者数＞ （単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

495 146 132 758 187 258 185 103 116 53 80 127

63 104 106 212 188 172 131 117 65 70 201 104

828 732 841 1,085 920 788 916 956 837 741 877 851

1,386 982 1,079 2,055 1,295 1,218 1,232 1,176 1,018 864 1,158 1,082計 14,545

施　設　名

いさなご工房コート

林業センター

いさなご工房

合　計

10,372

2,640

1,533
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○施設管理運営委託費

マスターズビレッジ管理委託料 千円

○施設維持管理経費

需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料等） 千円

役務費（通信運搬費、火災保険料等） 千円

委託料（施設警備委託料、草刈委託料等） 千円

使用料及び賃借料（コピー機借上料、清掃用具借上料等） 千円

○体験事業経費

需用費（体験事業材料代） 千円

○施設営繕経費

工事請負費（三坂調整池残土撤去工事） 千円

補償補填及び賠償金（工事支障倉庫運搬補償金） 千円

54千円

50

405

620

25

11,216

2,840

140

940

16,236千円

目
的

最 終 予 算 額 執 行 率(②－①)

16,442千円

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費予 算 科 目 10教育費

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業

02ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業

決算書 Ｐ.352

05社会教育施設費

事 業 所 管 課 　　教育委員会事務局／社会教育課

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等

大宮ふれあいｽﾎﾟｰﾂ広場使用料

公有財産使用料 36千円

2,353千円

使用料

・陶芸、染色実習室、展示、会議室、スポーツ広場の利用提供及び各種講座・教室を実施し、高
齢者の生きがいづくり及び健康増進を図ることができた。
・事業の内容については概ね現状を維持しつつも、広報活動や市民参加による新たな取り組みを
展開してくことで、施設利用者数を伸ばしていく必要がある。

　
　
主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料 大宮ふれあい工房使用料

社会教育・スポーツの充実生涯学習都市

決 算 額

基本方針 計画項目

　生きがい・ふれあい交流・健康づくりの場を提供し、生涯学習の推進を図るため、京都府
大宮ふれあい工房（陶芸・染色体験施設）、ふれあいスポーツ広場等を管理運営する。

不 用 額

諸収入

諸収入

使用料

206千円

社会教育施設損害弁償金

　市民の学習と交流を促進する機会の提供と施設の維持、管理を行った。

大宮ふれあい工房関係諸収入 106千円

98.7 %

320千円

＜利用者数＞ （単位：人）

1,281 3,1854,815 608 1,896 1,077 1,840

内体験者数

会議室

利用者数 利用者数 入場者数 内体験者数 入場者数

陶芸体験 染色体験展示室
合計

21,5289,184

その他
ふれあいスポー
ツ広場利用者数
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施設の積極的な利用促進を図り維持、管理を行った。

○需用費 千円

燃料費26千円、光熱水費522千円、修繕料23千円

○役務費 千円

通信運搬費31千円、火災保険料47千円

○委託料 千円

管理委託料480千円

○使用料及び賃借料 千円

清掃用具借上料6千円

【利用実績】

　会議室等 　図書室

2,143 冊

82 回

・橘地区の生涯学習活動、コミュニティ活動の拠点施設として、良好な施設環境を維持し、図書
館を中心に多目的ホール、会議室等の利用促進を図った。また、本施設は、木津地区公民館を併
設しており、公民館活動の拠点としても、その役割を果たした。

2 回 40 人

71 回 743 人

1,231 人

14 回 221 人

74 回 758 人

料理実習室

会 議 室

571

78

480

6

利用回数 利用者数

38 回 515 人

そ の 他

多目的ホール

和 室 2

和 室 1

事 業 所 管 課

10教育費

1,135千円

目
的

評
価
・
課
題
等

たちばな会館管理運営事業

教育委員会事務局／社会教育課

13千円 98.8 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05社会教育費 05社会教育施設費

1,148千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 たちばな会館光熱水費負担金

区分

合 計

最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

03たちばな会館管理運営事業

決算書 Ｐ.352

548千円

開室日数

貸出冊数

利用者数

　橘地区の生涯学習活動、コミュニティ活動の拠点として、施設の維持管理を行うととも
に、図書室を中心に積極的な活動、利用促進を図る。

239 日

345 人

281 回 3,508 人
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○需用費 千円

消耗品費21千円、燃料費44千円、光熱水費440千円、修繕料7千円

○役務費 千円

通信運搬費46千円、浄化槽法定検査手数料9千円、火災保険料6千円

○委託料 千円

管理委託料480千円（郷区）、消防設備等保守点検委託料11千円

浄化槽維持管理委託料135千円

○使用料及び賃借料 千円

コピー機借上料9千円、テレビ受信料15千円、掃除用具借上料6千円

【利用実績】

　会議室等

・人権学習や地域の生涯学習活動、コミュニティ活動の拠点施設として、良好な施設環境を維持
し、利用促進を図ることができた。また、本施設は、郷地区公民館を併設しており、公民館活動
の拠点としても、その役割を果たした。

04網野教育会館管理運営事業

不 用 額

05社会教育費

決算書 Ｐ.354

05社会教育施設費

社会教育・スポーツの充実生涯学習都市

35 回 259 人

36 回 1,782 人

164 人

1,454 人

講 義 室

決 算 額 最 終 予 算 額

12 回 127 人料理実習室

　人権教育及び地域の生涯学習の拠点として、施設を管理運営する。

執 行 率(②－①)

基本方針 計画項目

30

区分 利用回数 利用者数

1 階 和 室 162 回

97.5 %

512

626

61

施設の積極的な利用促進を図り維持、管理を行った。

1,260千円

予 算 科 目

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

細 事 業 名

総 合 計 画

事 業 所 管 課

10教育費

1,229千円

目
的

評
価
・
課
題
等

網野教育会館管理運営事業

教育委員会事務局／社会教育課

31千円

2 回 和 室 19 回

合 計 490 回 6,669人

大 ホ ー ル 226 回 2,883 人

全 館

- 27 -

01

Ⅳ ④

① ②

　○報酬 千円

　　・体育指導委員報酬（市職員4人を除く55人分）

　○旅費 千円

　　・近畿体育指導委員研究協議会旅費（16人） 216千円

　　・体育指導委員活動費用弁償 563千円

　　・職員旅費 40千円

　○需用費 千円

　　・消耗品費 108千円

　　・燃料費 13千円

　○役務費 千円

　　・スポーツ安全保険料

　○委託料 千円

　　・バス運転委託料

　○使用料及び賃借料 千円

　　・有料道路通行料 11千円

　　・駐車場使用料 5千円

　○負担金、補助及び交付金 千円

　　・丹後体育指導委員連絡協議会負担金 50千円

　　・京都府体育指導委員研究大会参加負担金 49千円

　　・近畿体育指導委員研究協議会参加負担金 27千円

　体育指導委員59人（定数60人）を委嘱し、地域スポーツの振興のためニュースポーツ教室
などを開催するとともに、その実技指導、その他スポーツに関する指導及び助言を行うため
各種研究大会へ参加し資質向上に努めた。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

・重点推進種目を「きばれぇ」とし、これを中心としたニュースポーツの普及を図っているが、
全体的に参加者が少ない傾向にある。地区公民館と連携して教室を開催したり、広報のあり方を
再検討したりするなどの工夫が必要である。
・今後、研修会を開催したり、参加したりする中で、企画力や指導力などの向上を図るととも
に、体育指導委員の認知度を高める取り組みが必要である。

最 終 予 算 額

16

126

決 算 額

主
な
財
源

01体育指導委員活動事業

決算書 Ｐ.358

3,952千円

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

　市民に対しスポーツの実技指導、その他スポーツに関する指導及び助言を行う体育指導委
員を委嘱し、本市のスポーツの振興を図ることを目的とする。

36

94

2,625

819

121

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

06保健体育費 01保健体育総務費

事 業 所 管 課

10教育費

3,837千円

目
的

評
価
・
課
題
等

体育指導委員活動事業

教育委員会事務局／社会教育課

115千円 97.0 %

不 用 額
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○報償費 千円

　・各種スポーツ大会等審判員謝金 千円

　・各種スポーツ教室等講師謝金 千円

　・各種スポーツ大会入賞記念品 千円

○需用費 千円

　・各種スポーツ教室、大会等消耗品 千円

　・燃料費 千円

　・食糧費 千円

　・医薬材料費 千円

○委託料 千円

　・カヌーレーシング大会運営（5月15日、6月5日）84人参加 千円

　・市長杯中学生野球大会開催（6月5・6日）市内9校参加 千円

　・大宮町体育大会運営（6月20日）600人参加 千円

　・久美浜湾一周駅伝競走大会運営（11月23日）109チーム参加 千円

　・くみはまカヌー交流大会コース設置及び撤去業務委託料 千円

○使用料及び賃借料 千円

○負担金、補助金及び交付金 千円

　・網野スポーツ祭（7月11日～2月11日）1,060人参加 千円

　・あみの八丁浜ロードレース大会（10月17日）700人参加 千円

　・ウエスタン・リーグ開催実行委員会補助金 千円

（4月24日）入場者：1,414人、（4月25日）入場者： 1,112人

296

1,050

1,700

　市民相互の交流や競技力の向上を図るため、各種スポーツ事業を実施した。

3,046

222

60

39

528

8

27

8

321

571

2,694

45

600

150

230

1,215

499

・市内全域及び旧町域を対象として、子どもから高齢者までの誰もが気軽にスポーツや健康づく
り活動を行える地域の特性を活かした事業（教室・講習会・大会等）である「する」スポーツは
もとより、「みる」「ささえる」を目的としたスポーツ事業を実施し、市民の健康・体力づくり
やスポーツを通した住民間・地域間の交流機会の拡充、そして地域力の活性化に寄与した。

事 業 所 管 課

10教育費

6,677千円

目
的

評
価
・
課
題
等

地域ｽﾎﾟｰﾂ振興事業

教育委員会事務局／社会教育課

339千円 95.1 %

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

06保健体育費 02保健体育事業費

7,016千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（地域ｽﾎﾟｰﾂ振興事業）

　すべての市民が、生涯を通して健康で生き生きとした生活が送れるよう、気軽に親しめる
スポーツ教室等を実施し、スポーツを通した市民交流の機会を提供する。

1,000千円

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

03地域ｽﾎﾟｰﾂ振興事業

決算書 Ｐ.360

不 用 額最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

諸収入 地方公共団体ｽﾎﾟｰﾂ活動助成金 660千円
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○京丹後市体育協会補助金 千円

（加盟：22競技団体、4,349人）

・年12回の常任理事会開催

・年3回の広報誌発行

・6支部での各種スポーツ大会等の開催

○網野ジュニアスポーツ協会補助金 千円

・加盟22団体、545人

・幹事会　5回

・清掃ボランティア活動　1回

・スポーツ研修会　1回

　市内の各種スポーツ団体へ補助金を交付することにより、市民へのスポーツの普及と振興
を図るとともにスポーツ団体を育成する。

決算書

16,577千円

計画項目

最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

予 算 科 目

100.0 %

不 用 額

Ｐ.360

06保健体育費 01保健体育総務費

細 事 業 名

総 合 計 画

決 算 額

03社会体育団体育成事業

事 業 所 管 課

10教育費

16,577千円

目
的

評
価
・
課
題
等

社会体育団体育成事業

教育委員会／社会教育課　

0千円

基本方針

主
な
財
源

・市内の各スポーツ団体の育成、各種教室及び大会の自主運営など、市民がスポーツに親しむ機
会を提供しており、市のスポーツ振興を担うことで、幅広い年代層へスポーツを普及している。
・網野町のみジュニアスポーツ協会に補助金を交付しているが、他町域では青少年スポーツ教室
事業として謝金を支出しているため、他町と足並みを揃えるよう調整していくことが必要と考え
られる。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　市の体育振興の中心的な組織である京丹後市体育協会に支援を行うとともに、網野ジュニ
アスポーツ協会についても、青少年スポーツ教室育成の観点から支援を行った。

15,235

1,342
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○大会派遣費補助金 千円

○閉会式出席職員旅費 千円

【大会結果概要】 総合成績：第7位（26市町村）

参加者数（延べ）

16人

男子40人／女子40人

32人

1,600

2

開催日

10月17日

10月17日･24日

10月23日･24日

10月24日

10月31日

11月13日

11月14日

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

・平成20年度以降毎年入賞しており、本市のスポーツ振興及び京丹後市のPRが図れた。
・今後の課題として、競技人口の増加及び競技力向上を通じて社会体育の一層の充実をめざす。

最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

　第33回京都府民総合体育大会への京丹後市代表選手の派遣のため、京丹後市体育協会へ補
助金を交付した。成績はソフトボール競技の女子が優勝したのをはじめ、陸上競技が準優勝
するなど総合で7位に入賞した。

決 算 額

　京都府民総合体育大会へ出場する選手の支援を行い、総合成績の上位入賞及び競技力の向
上を目指す。

基本方針 計画項目

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

11月7日

11月7日

11月7日

11月13日

06保健体育費 02保健体育事業費

Ｐ.360

1,604千円

01京都府民総合体育大会事業

決算書

事 業 所 管 課

10教育費

1,602千円

目
的

評
価
・
課
題
等

京都府民総合体育大会事業

教育委員会／社会教育課　

2千円 99.8 %

不 用 額

11月21日

11月21日

競技種目

ソフトボール

グラウンド・ゴルフ

バレーボール

バドミントン

ボウリング

備考

11月28日

ソフトテニス

テニス

ソフトバレーボール

男子第5位・女子優勝

軟式野球 20人

陸上競技 準優勝

青年9人／壮年9人

18人

ゲートボール 男子第5位・女子第4位

9人

男子7人／女子7人

サッカー

男子15人／女子15人

21人

バスケットボール 男子第5位・女子第5位

12人

男子18人／女子18人

卓球

6人

6人

駅伝 第8位

参加者合計

2月13日 20人

338人
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○市民総合体育大会補助金 3,300千円

【大会結果概要】　開催日：9月5日（日）　総合優勝：峰山　総合準優勝：網野

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

網野

丹後

久美浜

男子：峰山／女子：峰山

男子：網野／女子：大宮

久美浜

弥栄

峰山

網野

網野

男子：峰山／女子：久美浜

結果（優勝）

男子：丹後／女子：大宮

峰山

網野

ボウリング

ソフトバレーボール

事 業 所 管 課

10教育費

3,300千円

目
的

評
価
・
課
題
等

市民体育大会事業

教育委員会／社会教育課　

0千円

　京丹後市民を対象とした市内唯一の総合体育大会であり、その継続のため開催経費、選手
派遣経費等を主催団体である京丹後市体育協会へ補助金として交付した。

100.0 %

02保健体育事業費

計画項目

不 用 額

3,300千円

最 終 予 算 額

社会教育・スポーツの充実

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

　京丹後市体育大会を開催することにより、市民のスポーツ競技力の向上とスポーツ振興を
図り、スポーツを通して市民相互が交流することで京丹後市の活性化を図る。

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02市民体育大会事業06保健体育費

基本方針

Ｐ.360決算書

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

バスケットボール

ゴルフ

剣道

・京丹後市体育事業のメイン行事として定着しており、市民の交流をはじめ体力づくり、生きが
いづくり及び地域の活性化に貢献できた。

参加者合計 2,052人

55人

113人

バレーボール

ソフトボール

ソフトテニス

峰山テニス

グラウンド・ゴルフ

男子：網野／女子：網野／家庭婦人：弥栄

壮年男子：峰山／一般女子：峰山

競技種目

陸上

軟式野球

卓球

柔道

48人

132人

161人

ゲートボール

バドミントン

サッカー

102人

37人

69人

83人

138人

232人

237人

110人

4人

参加人数

326人

116人

89人

- 32 -



01

Ⅳ ④

① ②

○ 青少年スポーツ教室指導者謝金 3,073千円 （１教室4,500円／月）

○ その他経費（募集チラシ用紙代） 　　19千円

教室 教室 教室 教室 教室

5 6 2 3 6

1 1 1 2

2 1 1 2 2

1 1 2 1

1 1 1

1 1 1 1

1 1 1

1

1

1

1

1

1 1

15 14 8 9 11

≪教室合計数≫　57教室　　　≪教室人数合計≫　1,253人

14

5

17

合計

47

347

8

13

42

124

12

40

70

34

51

34

311 153 222 220

5

109

43

16

25

7

67

77

46

104 50

26

36

12

25

4

32

33

事 業 所 管 課

10教育費

3,092千円

目
的

評
価
・
課
題
等

青少年ｽﾎﾟｰﾂ教室事業

教育委員会／社会教育課

98千円

8

11

・地域密着型の施策であり、青少年の健全育成と体力・運動能力の向上を図ることができた。
・今後、教室生の増加や指導者確保など教室運営のための支援策を検討する必要がある。

02保健体育事業費

3,190千円

決 算 額

　京丹後市の次代を担う青少年の健全育成と体力・運動能力の向上を図るため、地域で定期
的に活動を行っている青少年スポーツ教室を支援する。

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

06保健体育費

主
な
財
源

04青少年ｽﾎﾟｰﾂ教室事業

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　　　種目
峰山 大宮 丹後 弥栄

最 終 予 算 額 執 行 率(②－①)

6

決算書 Ｐ.362

不 用 額

96.9 %

社会教育・スポーツの充実基本方針 計画項目

久美浜

人数 人数 人数 人数 人数

生涯学習都市

　青少年スポーツ団体である各種教室への支援として、市内小中学校に募集チラシを配布、
また、定期的に活動を行っている教室に対し指導者謝金を交付した。

野球

サッカー

少女バレーボール

剣道

柔道

空手道

陸上

少林寺拳法

バスケットボール

レスリング

テニス

卓球

バトミントン
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○需用費 千円

○役務費 千円

○委託料 千円

○借上料 千円

○工事請負費（弥栄総合運動公園法面崩壊対策工事） 千円

○原材料費 千円

○備品購入費（埋込式野球ベース・埋込金具） 千円

○補償補填及び賠償金（弥栄総合運動公園法面崩壊対策工事地主補償） 千円

○償還金利子及び割引料（社会体育施設使用料返還金） 千円

［利用件数］

266

・市民がスポーツを実施するうえで、社会体育施設の適切な維持管理を行い、市のスポーツの普
及発展に貢献した。
・今後もスポーツ活動の拠点として設備の充実と利便性を向上させ、市民の利用に支障のないよ
う今後も維持管理を引き続き実施していく必要がある。

11,400千円

諸収入

128峰山練成道場（柔道・少林寺・空手） 33 竹野体育館

2千円

130

利用件数

紅葉ヶ丘運動場（テニスコート） 4 豊栄山村広場（ゲートボール場） 25

981

9,617

118

施設名 利用件数 施設名

233

14,278

13,825

01体育施設管理運営事業

決算書 Ｐ.362

不 用 額

社会教育・スポーツの充実

事 業 所 管 課

10教育費

39,130千円

目
的

評
価
・
課
題
等

体育施設管理運営事業

教育委員会事務局／社会教育課

410千円 98.9 %

18

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

06保健体育費

基本方針 生涯学習都市

03体育施設費

計画項目

39,540千円

　スポーツ振興を図るため社会体育施設の維持管理を行った。

決 算 額

　市民に身近なスポーツ活動拠点施設としての体育施設を管理運営することで、スポーツ振
興を図り、スポーツ競技団体の競技力の向上及び青少年等の社会性の体得に貢献する。

最 終 予 算 額 執 行 率(②－①)

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料 紅葉ヶ丘運動場夜間照明使用料ほか

市債 社会体育施設整備事業債（未来づくり資金）

大宮自然運動公園 514

公衆電話料

大宮テニスコート（大宮中のみ使用）

643

合計 7,407

久美浜中央運動公園（ゲートボール場） 426

久美浜中央運動公園（テニスコート） 288

0 弥栄総合運動公園（野外運動場）

使用料 公有財産使用料 294千円

53

網野グラウンド（野球・ソフトボール） 514 弥栄総合運動公園（ゲートボール場） 861

大宮社会体育館 857 弥栄総合運動公園（体育館）

56

4

吉原グラウンド 100 豊栄山村広場（グラウンド）

竹野グラウンド

網野グラウンド（ゲートボール場） 122 弥栄柔剣道場 12

網野体育センター（体育室） 706 久美浜中央運動公園（グラウンド） 126

網野体育センター（テニスコート） 117

網野体育センター（武道館） 1,069

諸収入 自動販売機売上料 46千円

丹後社会体育館 413

2,563千円
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01

Ⅳ ④

① ②

○需用費 千円

　・消耗品費

体育館ワックス 千円

体育館照明水銀、レフランプほか 千円

　・印刷製本費 千円

○役務費 千円

　・大宮中学校ナイター照明柱鳥巣撤去手数料

○委託料 千円

　・雑木伐採委託料

○償還金利子及び割引料 千円

　・学校施設使用料返還金

＜利用件数＞

施　設

・地域でのスポーツ振興を図るとともに、競技力の向上及び社会性を身につける場として、市民
が学校体育施設を利用できるよう維持管理に努めた。
・今後も地域スポーツの振興と競技力向上及び社会性の育成の場として、市内全域の学校体育施
設を開放し、維持管理を行っていくことが必要不可欠と考える。

　地域のスポーツ振興を図るための学校体育施設の維持管理を行った。

   地域住民にスポーツ活動拠点施設として学校体育施設を開放することで、スポーツ振興を
図り、スポーツ競技団体の競技力の向上及び青少年等の社会性の体得に貢献する。

239233 119207

425

77

301

472

474604

780

1,110

293

小学校

中学校

体育館等

グラウンド

50

体育館等

グラウンド

1,910

742

1,070222

226

3,656

2,210362

827

大宮町

520 7,162313 1,787

19

合計

1

峰山町 弥栄町 久美浜町丹後町

327千円

999

最 終 予 算 額 執 行 率(②－①)

738千円

網野町

1,805

46

不 用 額

02社会体育用学校開放施設管理運営事業

決算書

731

主
な
財
源

使用料 小学校施設使用料

中学校施設使用料使用料

98.8 %

228

40

Ｐ.364

社会教育・スポーツの充実基本方針

決 算 額

事 業 所 管 課

10教育費

1,065千円

目
的

評
価
・
課
題
等

社会体育用学校開放施設管理運営事業

教育委員会事務局／社会教育課

12千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画 計画項目

1,077千円

生涯学習都市

06保健体育費 03体育施設費
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